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ここにしかない自然環境を学ぶ

小学校自然観察会
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　皆さんは知っていましたか？
　御宿町に住む天然記念物＝ミヤコタナゴ
　かつては多くのミヤコタナゴが田んぼの周りや小川などで当
たり前のように生息していましたが、現在では自然環境の変化
などにより減少し、絶滅が危惧されています。
　この希少生物を保護していくためには、そこに住む人々の自
然環境に対する維持活動や意識の高揚が必要不可欠です。
　町ではミヤコタナゴ保存会と協力し、ミヤコタナゴが生息で
きる環境を取り戻すため、様々な活動を継続的に行っています。
　また、今年度から公民館や月の沙漠記念館にてミヤコタナゴ
の水槽を設置し、住民や観光客へ周知・啓発を行っているほか、
学校でも飼育を行っているなど、地域資源を最大限に活用して
います。
　太陽・土・水・空気・そして緑、様々な大自然のパワーによ
り育まれてきた命。この小さな命を通して、住民一人ひとりが
自然環境保護に対し改めて考えていく必要があります。
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以
前
は
御
宿
町
で
１
０
０
万
匹
以
上
が
生
息
し

て
い
た
と
い
う
国
指
定
天
然
記
念
物
の
ミ
ヤ
コ
タ

ナ
ゴ
。
現
在
そ
の
数
は
、
お
よ
そ
１
万
分
の
１
に

ま
で
減
少
し
、
こ
の
原
因
と
し
て
、
生
息
環
境
の

変
化
や
生
物
動
態
、
環
境
汚
染
な
ど
様
々
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。

生
息
環
境
の
変
化

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
は
、
田
ん
ぼ
の
お
っ
ぽ
り
（
田

の
取
水
口
の
下
の
深
く
な
っ
て
い
る
所
）
や
小
川

に
多
く
生
息
す
る
魚
で
す
。

か
つ
て
御
宿
町
で
は
、
伝
統
的
な
稲
作
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
は
多
く
の
ミ
ヤ

コ
タ
ナ
ゴ
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
で
は
担
い
手
不
足
等
の
影
響
に
よ
り
、
休
耕
田

が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

2010.11

以
前
の
生
息
環
境
に
、
よ
り
近
い
も
の
と
す
る

た
め
、
町
で
は
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
存
会
と
協
力
し
、

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
生
息
地
の
休
耕
田
を
２
年
前
に
復

興
さ
せ
ま
し
た
。
無
肥
料
無
農
薬
の
農
法
で
育
っ

た
お
米
は
学
校
の
給
食
な
ど
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
増
殖
に
は
二
枚
貝
が
と
て
も
重
要
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
２
枚
貝
に
は
、
タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ

な
ど
他
種
生
物
の
産
卵
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
む
や

み
に
他
の
場
所
か
ら
２
枚
貝
を
持
ち
込
む
と
他
種
生
物

が
増
殖
し
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
が
競
合
に
負
け
て
し
ま
い
、

減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
増
殖
の
た

め
に
と
考
え
行
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
生
物
を
絶
滅
さ
せ

て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
増
殖
活
動
に
つ
い
て
は

必
ず
専
門
家
と
相
談
し
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
希
少
生
物
の
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

豊
富
な
自
然
が
今
も
な
お
存
在
す
る
御
宿
。
こ
の
自

然
環
境
だ
か
ら
こ
そ
生
息
で
き
る
小
さ
な
命
。
こ
の
貴

重
な
命
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
は
誇
れ
る
自
然
を
大
切

に
扱
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
に
住
む
天
然
記
念
物
を
通
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
環
境
浄
化
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

町
内
の
小
学
校
５
年
生
合
同
に
よ
る
自
然
観
察
会
が
、

11
月
２
日
に
実
谷
地
先
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
察
会
で

は
、
観
音
崎
自
然
博
物
館
の
石
鍋
館
長
を
講
師
と
し
て

迎
え
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
を
は
じ
め
、
町
に
生
息
す
る
動

植
物
に
つ
い
て
肌
で
触
れ
合
い
学
び
ま
し
た
。
観
察
会

の
中
で
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
保
護
に
つ
い
て
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
石
鍋
館
長
は
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「

貝
の
持
込
み
は
絶
対
に
禁
止
」

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
は
、
産
卵
の
手
段
と
し
て
マ
ツ
カ
サ

ガ
イ
な
ど
の
二
枚
貝
を
活
用
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ミ

▲ミヤコタナゴの生息環境の向上のために休耕田を復興さ
せ、稲作や調査・研究を行っているミヤコタナゴ保存会。　

▲自然観察会にて児童が発見した二枚貝（ドブガイ）は、
他から持ち込まれたものと言う石鍋館長。
　生物動態を崩さないよう、生物を自然に還す際は元の
場所へ還すようにしましょう。

外
来
種
を
む
や
み
に
入
れ
な
い

▲岩和田区では９月の町民清掃実施日（毎月
第３日曜日）に河川清掃を行い、環境浄化に
努めました。

希少生物保護のための
　　　　－生息環境向上活動 ・学習 ・環境浄化－
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世
代
を
越
え
て
歌
い
継
ぐ
・・・

心
の
ふ
る
さ
と
童
謡　

月
の
沙
漠

　

朝
昼
夕
、
１
日
３
回
町
内
全
域
に
流
れ
、
私
た

ち
の
心
に
い
つ
の
間
に
か
温
か
く
染
み
付
い
て
い

る
、
御
宿
の
心
の
ふ
る
さ
と
童
謡　
「
月
の
沙
漠
」。

　

地
域
文
化
の
継
承
・
向
上
の
た
め
、
10
月
24
日

に
第
１
回
月
の
沙
漠
音
楽
祭
が
、
開
館
20
周
年
を

迎
え
る
月
の
沙
漠
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
66
組
、
３

６
３
名
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
１
次
審
査
を
通
過

し
た
12
組
が
出
場
し
、
合
唱
や
独
唱
、
楽
器
演
奏

で
、
思
い
思
い
の
「
月
の
沙
漠
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
月
の
沙
漠
」
の
作
詞
者
加
藤
ま
さ
を
さ
ん
の

孫
、
加
藤
万
太
郎
さ
ん
が
審
査
委
員
長
を
務
め
ら

れ
る
な
か
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
フ
ル
ー
ト
独

奏
の
須
藤
英
二
さ
ん
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

御
宿
の
き
れ
い
な
砂
浜
が
舞
台
と
な
っ
て
生
ま

れ
た
童
謡
「
月
の
沙
漠
」。
私
た
ち
の
誇
り
、
そ

し
て
心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
世
代
を
越
え
て
歌

い
継
が
れ
ま
す
。
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秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
受
章
者
が
11
月
３
日
に
発
令
さ
れ
、御
宿
町
で
は
３
名
の
方
が
各
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
受
章

鈴す
ず 

木き　

藤と
う 
藏ぞ
う

さ
ん

（
久
保
区
）

鈴
木
さ
ん
は
、昭
和
30
年
か
ら
平

成
７
年
ま
で
県
警
職
員
と
し
て
永
き

に
わ
た
り
危
険
業
務
に
従
事
さ
れ
、

国
の
治
安
維
持
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
功
績
が
高
い
評
価
を
受
け
、

今
回
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

瑞
宝
単
光
章
受
章

千ち 

葉ば　

敏と
し 

衞え

さ
ん

（
御
宿
台
区
）

千
葉
さ
ん
は
、昭
和
32
年
か
ら
平

成
８
年
ま
で
、警
視
庁
職
員
と
し
て

永
き
に
わ
た
り
危
険
業
務
に
従
事
さ

れ
、国
の
治
安
維
持
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。　

こ
の
功
績
が
高
い
評
価
を
受
け
、

今
回
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

瑞
宝
単
光
章
受
章

平ひ
ら 

野の　

和か
ず 

夫お

さ
ん

（
六
軒
町
区
）

平
野
さ
ん
は
、昭
和
24
年
か
ら
昭

和
61
年
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
国
鉄

職
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
、国
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　

こ
の
功
績
が
高
い
評
価
を
受
け
、

今
回
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

貝か
い 

塚づ
か　

嘉か 

軼い
ち

さ
ん

厚生労働大臣表彰受章

多
年
に
わ
た
り
食
品
衛
生
の
向

上
発
展
の
た
め
に
努
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、10
月
22
日
に
貝

塚
嘉　

さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

貝
塚
さ
ん
は
、現
在
町
議
会
議

員
を
務
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、昨

年
度
ま
で
は
御
宿
町
宿
泊
業
組
合

長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、様
々
な

分
野
で
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。



6

2010.11

御
宿
町
文
化
祭
が
10
月
29
日
と
31
日
に

行
わ
れ
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
や
一
般
の

方
々
が
製
作
し
た
生
け
花
、
絵
画
、
書
道
、

陶
芸
な
ど
、
自
慢
の
作
品
が
公
民
館
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
31
日
に
は
音
楽
・
芸
能
の
つ
ど

い
と
し
て
、
バ
ン
ド
演
奏
や
合
唱
、
ダ
ン

ス
や
舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

自慢の芸能や作品が集結
～御宿町文化祭～

▲一般参加「音
おんじゅく

宿バンド」によるバンド演奏

秋
季
御
宿
町
野
球
大
会
が
９
月
19
日
と
10

月
17
日
に
町
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
御
宿
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
」
の
加
盟
に
よ
り
、
春

季
に
続
き
１
チ
ー
ム
増
え
て
６
チ
ー
ム
と

な
っ
た
今
大
会
。

初
戦
か
ら
見
ど
こ
ろ
満
載
の
試
合
が
続
き
、

決
勝
戦
は
、春
の
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る「
チ
ー

ム
御
宿
」
と
「
小
川
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
」
の
戦

い
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、「
小
川
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
」
が
勝

利
し
、
接
戦
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
「
小
川
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
」
は
11

月
28
日
か
ら
行
わ
れ
る
郡
大
会
へ
出
場
し
ま

す
。

僅か１点差の激闘！　～秋季御宿町野球大会～

▲優勝した小川ファイヤーズ

御
宿
町
健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク
が
、　

10
月

23
日
と
24
日
に
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク
は
、
身
長
・
体
重
・

体
脂
肪
・
骨
量
な
ど
の
身
体
測
定
、
握
力
・

脚
力
な
ど
の
筋
力
測
定
、
バ
ラ
ン
ス
・
柔
軟

性
の
測
定
や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
に
よ
る
持
久
力

測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

項
目
ご
と
に
測
定
し
た
数
値
や
年
齢
ご
と

の
５
段
階
評
価
の
結
果
を
受
け
、
一
般
平
均

や
過
去
の
結
果
と
比
較
す
る
な
ど
、
様
々
な

デ
ー
タ
を
基
に
、
運
動
習
慣
へ
の
キ
ッ
カ
ケ

づ
く
り
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
武
道
大
学
の
先
生
に
よ
る
運

動
相
談
の
ほ
か
、
町
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
健
康
・
栄
養
相
談
、
食
生
活
改
善
会
に
よ

る
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
解
消
レ
シ
ピ
の
紹
介
な

ど
、
参
加
者
は
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

あなたの体力年齢は？　～御宿町体力測定～

▲骨量ｏｋ？

※文化祭2日目（10月30日）
に予定していた、渥美右桜
左桜さんによる講談『ドン・
ロドリゴの幸運』は、当日
台風のため12月18日（土）
に延期となりました。
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日
本
と
ス
ペ
イ
ン
に
拠

点
を
お
き
、
国
際
的
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
川
上
ミ
ネ
さ
ん
に
よ

る
御
宿
・
ス
ペ
イ
ン
友
好

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
11

月
７
日
に
町
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
友
好
コ
ン
サ
ー

ト
の
テ
ー
マ
は
『
巡
礼
の

旅
』。
修
道
院
や
街
並
み
、

そ
こ
に
住
む
人
々
な
ど
ス

ペ
イ
ン
の
情
景
を
ト
ー
ク

と
88
の
鍵
盤
で
鮮
や
か
に
描
写
。
会
場
に

集
ま
っ
た
２
０
０
名
そ
れ
ぞ
れ
が
『
巡
礼

の
旅
』
を
想
い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
昨
年
に
も
御
宿
町
で
ス
ペ
イ
ン
と
の

友
好
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
川
上
さ
ん
。

今
年
は
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
や
京
都

な
ど
全
国
を
渡
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

８８の鍵盤が描くスペイン
～御宿・スペイン友好ピアノコンサート～

▲

ピ
ア
ノ
演
奏
と
ト
ー
ク
で
ス
ペ
イ
ン
を
想
像
さ

せ
る
川
上
さ
ん

茂
原
人
権
擁

護
委
員
協
議
会

に
よ
る
『
子
ど

も
の
人
権
教

室
』
が
10
月
20

日
に
御
宿
小
学

校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。　

『
子
ど
も
の
人

権
教
室
』
と
は
、

同
協
議
会
が
行
う
人
権
啓
発
事
業
の
１
つ
で
、

今
年
度
は
御
宿
小
学
校
１
年
生
が
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

御
宿
町
人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
竹
内
達
哉

委
員
や
山
口
勉
委
員
、
夷
隅
郡
市
内
の
人
権

擁
護
委
員
が
先
生
と
な
り
、
友
達
に
対
す
る

思
い
や
り
、
仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
、
家

族
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
、
分
か
り

易
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

思いやりを学びました　～子どもの人権教室～

第
10
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
ゆ

め
半
島
千
葉
大
会
２
０
１
０
が
、
10
月
23
日

か
ら
25
日
の
３
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
人
々

の
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。　

東
金
ア
リ
ー
ナ
会
場
で
は
、
知
的
障
害
者

に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
千

葉
県
代
表
選
手
と
し
て
髙
山
伸
明
さ
ん
（
六

軒
町
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
た
当
競
技

は
１
回
戦
で
愛
知
県
と
対
戦
し
敗
戦
し
ま
し

た
が
、
地
元
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、
髙
山

さ
ん
を
中
心
に
ボ
ー
ル
を
集
め
必
死
に
戦
い

ま
し
た
。

千
葉
大
会
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
他
に
も

陸
上
競
技
や
水
泳
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
様
々
な

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

千葉県を代表して～ゆめ半島千葉大会 バレーボール千葉県代表～



8

2010.11

デジタルテレビ・オール電化（東京電力認定）
リフォーム・家電が得意なでんきやさんです

メ
ヒ
コ
友
好
親
善
訪
問
を
終
え
て

メ
キ
シ
コ
友
好
親
善
使
節
団
員

町
議
会
議
長　

新　

井　
　

明

32
年
ぶ
り
の
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
と
ア
カ
プ
ル
コ
に
心
と
き

め
き
、
ま
た
今
年
は
日
墨
交
流

４
０
０
年
の
節
目
と
重
な
り
、

国
と
国
と
の
重
要
な
行
事
も
多

く
、
外
務
省
を
通
じ
て
日
本
大

使
館
の
事
務
官
、
書
記
官
、
小

野
特
命
全
権
大
使
も
私
た
ち
の

行
く
先
々
で
、
手
配
や
同
行
し

て
い
た
だ
き
、
事
の
重
要
さ
に

大
変
驚
き
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
は
ド
ン

･
ロ
ド
リ
ゴ
の
生
誕
地
で
あ

り
今
回
初
め
て
の
訪
問
で
す
が
、

大
変
な
歓
迎
を
受
け
、
住
民
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
使
節
団
の
大
き
な
目

的
の
一
つ
に
、
ア
カ
プ
ル
コ
市

の
「
日
本
の
広
場
」
に
御
宿
町

か
ら
日
西
墨
三
国
交
通
発
祥
記

念
之
碑
２
分
の
１
の
オ
ベ
リ
ス

ク
を
建
設
す
る
た
め
に
、
日
墨

協
会
と
詳
細
な
打
合
せ
、
そ
し

て
現
地
確
認
を
行
う
こ
と
で
す
。

日
墨
協
会
の
菅
原
会
長
、
東
信

行
さ
ん
、
建
築
家
、
石
田
町
長

と
私
で
詳
細
の
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
２
日
後
に
ア
カ
プ
ル
コ
市

の
「
日
本
の
広
場
」
で
、
日
本
で
行

う
地
鎮
祭
の
よ
う
な
儀
式
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
気
持
ち
は
日
本
式

に
し
っ
か
り
と
使
節
団
全
員
で
起
工

式
を
行
っ
て
、「
友
好
の
絆
」
を
深

く
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

目
的
の
行
事
の
大
半
が
無
事
に
終

了
し
、
バ
ス
で
ア
カ
プ
ル
コ
市
か
ら

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
向
か
う
途
中
に
、

三
年
前
か
ら
御
宿
町
で
公
演
し
て
お

り
ま
す
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
黒
沼

ユ
リ
子
先
生
の
自
宅
へ
の
昼
食
の
招

待
は
、
私
た
ち
使
節
団
一
行
に
と
っ

て
大
変
嬉
し
く
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
案
内
で
は
メ
キ
シ
コ
料
理
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
先
生
以
外
は
現

地
の
お
手
伝
い
さ
ん
で
、
日
本
料
理

の
数
々
は
黒
沼
先
生
の
手
作
り
と
の

こ
と
、
大
変
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
敷
地
は
四
～
五
百
坪
ほ
ど
で
、

庭
園
と
プ
ー
ル
付
き
、
小
野
大
使
の

話
で
は
こ
の
土
地
が
大
変
気
に
入
っ

て
住
ん
で
い
る
そ
う
で
、
黒
沼
先
生

に
と
っ
て
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
場
所

と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
訪
問
に
際
し
て
は
、
観
光
も

あ
ま
り
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多

く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
外
務
省
や
在
墨
日
本

大
使
館
を
は
じ
め
現
地
の
関
係
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
目
的
を

達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

メキシコ紀行　ーＶＯＬ，２ー

地
産
地
消

御
宿
米
普
及
事
業

米
粉
れ
し
ぴ
Vol,1

　

町
で
は
、
現
在
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業（
土
地
改
良
）
を
実
施
し

て
お
り
今
後
作
物
の
生
産
量
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
産
地
消

の
推
進
と
併
せ
地
元
米
の
普
及
・
消
費
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
町
で
は
米
粉
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

米
粉
は
、
小
麦
粉
の
代
用
だ
け
で
な
く
様
々
な
料
理
に
利
用
さ
れ
、　

ス
ー
パ
ー
や
商
店
で
も
一
般
的
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
の
米
を
消
費
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
食
生
活
改

善
会
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
米
粉
レ
シ
ピ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

是
非
参
考
に
し
て
米
粉
料
理
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

～にらとコーンのチヂミ～

《作り方》
①パプリカをさっと茹で、湯剥
きする。　
②にらとパプリカをみじん切り
にする。缶詰のコーンを使用
する場合は汁に切っておく。
③にんにくはすりおろし、ボウルにⒶを入れ、ざっとかき混ぜる。
④③に水を加えながら混ぜる。生地は緩めです。
⑤④ににらとパプリカとコーンを加え混ぜる。
⑥フライパンにごま油をひき、おたまの背で薄くなるように生地
の半量を広げる。
⑦中火で生地が白から透けたように変わったら返す。
⑧	中火の弱で生地の中まで火を通し、こんがり焼き色が付いたら
出来上がり。
⑨	タレはⒷを混ぜるだけ。コチュジャンはお好みで。

産業観光課
TEL.68-2513

材料（2人分）
　　米粉・・・・・・・・ 40ｇ
　　中力粉（薄力粉でも可）	60ｇ
Ⓐ　かつおだしの素小さじ		1/2
　　塩・・・・・・・・・ 少々
　　にんにく・・・・・・ １片
水・・・・・・・・・・・170cc
にら・・・・・・・・・・ 50ｇ
パプリカ（赤）・・・・・・ 30ｇ
コーン（缶詰または冷凍）・ 60ｇ
ごま油・・・・・ 大さじ 1/1枚
Ⓑタレの材料
しょうゆ・・・・・・ 大さじ１
ラー油・・・・・・・・・ 適量
コチュジャン・・・・・・ 少々
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健康健康健康
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
子どもの医療費助成事業
について
「子ども医療費助成事業」

2010.11

☆平成２2年12月1日から乳幼児医療の助成対象年齢が拡充され、
名称が「子ども医療費助成事業」になります☆

●対象となる方

●助成のしくみと自己負担
　助成申請に基づき「子ども医療費助成受給券」を交付します。
　医療機関受診および薬局での調剤を受ける際は、健康保険証とともに提示してください。
　《住民税の課税状況により、通院 1回・入院 1日あたりの自己負担の額は、
　無料または 300円となります。調剤は課税状況にかかわらず無料です。》
●届出について
　【助成申請】
　　新たに助成対象となったときに保健福祉課で申請をしてください。
　　《申請には、印鑑・健康保険証が必要です。また、転入の場合は保護者の住民税課税状況が
　　確認できる書類等が必要となる場合があります。》
　【記載事項等の変更】
　　住所や加入医療保険等に変更があった場合は保険証の写しを添えて届出してください。
　【子ども医療費支給申請】
　　申請後、受給券が届くまでに支払った医療費や、受給券が使用できない県外の医療機関等で
　　支払った医療費については、払い戻しの手続きが必要です。
　◎受給券は毎年 8月 1日に更新しますが、所得が未申告の場合は受給券の交付ができません。

「児童医療費助成事業」
　小学校４年生から中学校３年生までの児童の入院にかかる医療費の一部を助成します。
　住民税の課税状況により、入院 1日あたりの自己負担の額は、無料または 300円となります。
　（入院時食事療養費は対象外となります。）
　医療機関の領収書、児童の加入健康保険証、保護者の振込先のわかるもの等をお持ちの上、役場 3
階保健福祉課で申請してください。　　　

問い合わせ　保健福祉課保健事業班　６８-６７１７

改　正　前

小学校就学前

改　正　後

小学校３年生まで⇒
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

　

地
域
の
意
見
を
反
映
し
た「
川
づ

く
り
」
を
行
う
た
め
に「
第
８
回
夷

隅
川
流
域
委
員
会
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

「
夷
隅
川
河
川
整
備
計
画
」
と「
大

多
喜
ダ
ム
事
業
の
事
業
再
評
価
」

に
つ
い
て

▼
日　

時

　

12
月
22
日（
水
）

　

14
時
～
16
時

▼
場　

所

　

九
十
九
里
ヴ
ィ
ラ
そ
と
ぼ
う

　
（
い
す
み
市
岬
町
和
泉

４
４
３
７
‐
１
０
）

※
傍
聴
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
先

着
20
名
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
夷
隅
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー

℡
０
４
７
０（
６
２
）
３
３
１
１

お
知
ら
せ

第
８
回
夷
隅
川
流
域

委
員
会
開
催
の
案
内

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪

被
害
者
等
給
付
金

　

平
成
20
年
12
月
18
日
か
ら
オ
ウ

ム
真
理
教
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
、
障
害

が
残
っ
た
方
、
傷
病
を
負
っ
た
方

を
対
象
に
給
付
金
申
請
の
受
付
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

▼
給
付
金
対
象
事
件

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、

　

松
本
サ
リ
ン
事
件

▼
給
付
金
支
給
額

　

○
死
亡　

２
０
０
０
万
円

　

○
障
害　

５
０
０
万
円
、

　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

　
（
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
）

　

○
傷
病　

10
万
円

　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　
（
重
傷
病
の
場
合
）

▼
申
請
期
間

　

12
月
17
日（
金
）
ま
で

▼
申
請
窓
口・
問
い
合
わ
せ

　

県
警
察
本
部
警
務
課

犯
罪
被
害
者
支
援
室

℡
０
４
３（
２
０
１
）
０
１
１
０

　

い
す
み
警
察
署
警
務
課

℡
０
４
７
０（
６
２
）
０
１
１
０

相
続
や
贈
与
等
に
係
る

税
務
上
の
取
り
扱
い
の
変
更

　

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続

税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象

に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
所

の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
17
年
か
ら
21
年
ま
で

の
各
年
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
が

納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
お
手
続
き（
更
正
の
請
求
又

は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い

方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還
付

で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
目
の
お
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
年
金
の
受
給
権
が
相
続
税
や
贈

与
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合

は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税

の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
以
下
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

茂
原
税
務
署
総
務
課

℡
０
４
７
５（
２
２
）
２
１
６
６
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栗く
り
め
い
げ
つ

名
月
鎌
倉
彫ほ

り
に
旬
し
ゅ
ん
を
盛も

り	

金
子　

澄
子

文ふ
づ
く
え机
の
頁
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
風
は
秋	

大
曽
根
利
枝

お
ぼ
つ
か
ぬ
足
で
立
つ
吾わ

こ子
秋
の
宵	

本
吉　
　

愛

夕ゆ
う
ぐ
れ暮
れ
や
三さ
ん
ぜ
ん
つ
ぼ

千
坪
の
秋あ
き
げ
し
き

景
色	

堺　

陸　

子

戯た
わ
むれ

る
水み
な
も面

の
月
と
池
の
鯉こ
い	

桜
谷　

啓
蔵

担か
つ

ぎ
手
の
外ほ
か

は
老ろ
う
じ
ん人
秋あ
き
ま
つ祭
り	

松
村　
　

全

夜
な
べ
す
る
母
の
足あ

し
も
と元
猫も
こ

眠ね
む

る	

本
吉
美
絵
子

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【月】

秋あ
き
い
ろ色
に
染そ

ま
る
錦
に
し
き
の
草く
さ
つ津
か
な	

秋
葉
喜
美
江

波な
み

静し
ず

か
月つ
き
か
げ影

お
ち
て
虫
の
声	

澤
崎　

幸
子

三
日
月
や
暗く

ら
や
み闇
照て

ら
し
凛り
ん

と
し
て	

菊
池　

武
夫

読よ

み
聞き

か
せ
終お
え

へ
し
窓ま
ど
べ辺
に
今き
ょ
う日
の
月	

小
野　

玲
子

我わ

が
庭に
わ
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編 集 記後
　小学生の自然観察会では、前日に雨が降ったせい
か、ぬかるみに足を取られて泥の上にしりもちをつき
泥だらけになってしまう子や、長靴の中に水が入って
しまい靴下がびっしょりになってしまう子など、元気
な児童の姿が見られました。
　こうした体験学習が今後も地元で行っていけるよう、
町自慢の自然環境を大切にしていきたいものです。　

	（髙倉）

人の動き
8,100人（－9）男 3,850人  女  4,250人
世帯数 3,572  （平成 22 年 10 月 31 日）

御宿分署の出動状況
火災件数 0　救急件数 31
平成 22 年 10 月中

交通事故発生状況
発生件数 16　死者数 0　負傷者数 23
（平成 22 年 1 月 1 日～ 10 月 31 日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 131
平成 22 年 10 月中

ダムの貯水状況
有効貯水量 569,000㎥　有効貯水率 98.3%　　
（平成22年10月20日現在）

慶弔（ 10 月届 ）
出生 3　死亡 10
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2010 年もあっとい
う間に終わりを告げ
ようとしています。
今年も楽しかった
ことや辛かったこと、
様々なことがあった

かと思います。1年の終わりを光のアートで癒し、
明るい 2011 年へと繋げましょう。

おんじゅく冬の癒し

タウンカレンダー

（健）⇒役場保健センター　（地福）⇒地域福祉センター　（BG）⇒B&G海洋センター　（児）⇒御宿児童館　（岩青）⇒岩和田青年館
（布消）⇒上布施コミュニティ消防センター

（公）⇒公民館　（健）⇒役場保健センター　（地福）⇒地域福祉センター　（BG）⇒B&G海洋センター　（児）⇒御宿児童館　（岩青）⇒岩和田青年館　
（布消）⇒上布施コミュニティ消防センター 　（岩消）⇒岩和田消防団詰所　（高倉）⇒高山田倉庫　（実農）⇒実谷農協倉庫　（台集）⇒御宿台集会所
（六消）⇒六軒町消防団詰所

日 月 火 水 木 金 土

健康相談
 9:30～11:00(岩青)
13:30～15:00(布消)
健康運動教室
14:00～15:00(BG)

町イルミネーション
開始
17:00～22:00
(御宿ウォーターパーク)

消防団模擬火災訓練
6:30～8:00(高山田)
防火パレード
13:30～14:30(町内)

健康運動教室
14:00～15:00(BG)

乳児相談
13:30～15:00(健)

子育て相談
10:00～11:30(児)

健康運動教室
14:00～15:00(BG)

クリスマスイヴ クリスマス
歳末夜警開始
（31日まで）

大晦日

天皇誕生日

心配ごと相談
 9:00～12:00
(地福)

サンデーオープン
9:00～12:00(役場)

固定資産税第4期・
国民健康保険税第6
期・介護保険料第6
期・後期高齢者医療
保険料第6期納期限

心配ごと相談
 9:00～12:00
(地福)

12月　December
3

10

17

24

2

9

16

23

12/1

8

15

22

30

7

14

21

27 28

6

13

20

11/28

29

5

12

19

26

29 4

11

18

25

3130 1/1

町イルミネーション
○期　間／12月４日（土）～平成23年1月10日（月）
　　　　　17:00～22:00
○場　所／御宿ウォーターパーク

皆さんの安全を願って…
東京電力株式会
社から町へ防犯灯
10 基が10 月26 日
に寄贈されました。
住民の皆さんが
夜道を少しでも安
心して通行できる
よう、東京電力で

は毎年防犯灯を寄贈してくれています。　
町ではこの防犯灯の設置について、各区の要望の
高い箇所から段階的に進めています。
今年は、各区における山間部や町中の暗い通りへ
優先的に設置し、防犯や事故の防止に努めます。

▲

東
京
電
力
か
ら
町
へ
防
犯
灯

寄
贈


